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報道関係者 各位                          ＜配信枚数２枚＞ 

立命館大学産業社会学部の坂田謙司教授が担当する「ラジオを中心とした音声メディア研究」

ゼミは、京都市北区のコミュニティラジオ局 Radio Mix Kyoto で、SDGs をテーマに学生目線で地

域課題と魅力を考察し発信する番組「あくあわ！」を 10 月 5 日（水）より約 6 カ月間、毎週水曜日

に放送いたします。 

 

本件のポイント 

■ 学生たちが SDGs を切り口としたラジオ番組を制作 

■ 放送 4 年目の今年は、リスナーにアクションを促す「ラジオドラマ」に挑戦 

■ 地域での取材を通じて、京都市北区の課題と魅力を発信 

 

坂田ゼミは、コミュニティラジオ局での番組制作を通じて、地域メディアと地域社会との関わりを学

ぶ活動を行い、今年で「あくあわ！（Action Hour）」の放送は 4 年目を迎えます。SDGs を切り口に

さまざまな取り組みを学生目線で伝えることで、地域の方々が日常生活で SDGs を意識して行動し

てもらえることを目指しています。「番組を通して堅苦しくない、楽しく聴ける SDGs」として、研究者・

専門家へのインタビューなどを行いながら、個人でできる SDGs の取り組みを発信してまいります。 

 

記 

 

日 時 ： 2022 年 10 月～2023 年 3 月 毎週水曜日  

19：00～19：50（再放送 23：00～23：50） 

番  組  名  ： あくあわ！ 

放  送  局 ： Radio Mix Kyoto(京都市北区小山上総町)  

番 組 内 容 ： 本学学生が、SDGs をテーマに、京都市北区をフィールドとして、SDGs の 17 の

目標「7 エネルギーをみんなに そしてクリーンに」「11 住み続けられるまちづ

くり」「12 つくる責任つかう責任」「14 海の豊かさを守ろう」について、取材と考

察を行います。また、ラジオを通して、大学生の目線で情報を発信します。 

今年は、リスナーにアクションを促す「ラジオドラマ」に挑戦します。 

番 組 制 作 ： 産業社会学部 坂田謙司 教授  

「ラジオを中心とした音声メディア研究」ゼミ 3 回生 16 人 

以上 

本リリースの配布先： 京都大学記者クラブ 

 

●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学広報課 担当：曽谷  TEL. 075-813-8300 Email. r-koho@st.ritsumei.ac.jp 

学生が地域の課題と魅力を発見する地域密着型ラジオ番組「あくあわ！」放送開始 

4 年目のテーマは『SDGs は堅苦しく考えず楽しくやれることから取り組もう』 

放送期間：2022 年 10 月～2023 年 3 月 

 



別紙 

 

■ラジオ番組内容 

◆コーナー1 「あくしょん記念日」 

SDGs につながる取り組む方を取材し、活動を始めたきっかけや活動に対する思いを深堀して発信

するコーナー。活動を行っている方の「あくしょん記念日」を聴いた日が、行動を起こした日が聴取者

の方にとっての「あくしょん記念日」となるようにという願いが込められたコーナーです。 

 

◆コーナー2 「wise animals」 

学生が SDGs をテーマにラジオドラマを行います。 SDGs を身近に感じていただくために、オリジナ

ルで作成した 「wise animals」 の世界をお楽しみください。 

 

◆コーナー3 「チーム別コーナー」 

学生たちの自由な発想で、バラエティに富んだチームごとの個性を存分に発揮するコーナーです。 

 

＜各チームの企画概要と今後の方向性＞ 

・チーム「ブルーオーシャン」 

我々のチームでは、14 番目の目標である「海の豊かさを守ろう」をテーマに SDGs について向き合

います。海の豊かさにはその上流に存在する川などの影響が非常に大きいと言われています。そ

のため、鴨川の源流を起点として、直接海について調べるのではなく「海に至るまで」に着目し、些

細な事が海の豊かさを守ることに繋がるということをお届けします。 

・チーム「ひまわり」 

私たちが取り上げるＳＤＧｓのテーマは「エネルギーをみんなに、そしてクリーンに｣です。取材を通し

て、リスナーの皆さんの身近にあるエネルギー課題と、課題にたいしてアクションを起こす人々にス

ポットをあてていきます。この番組をきっかけに、私たち学生とリスナーさんがエネルギー課題につ

いて知り、一つでもアクションを起こせるように目指していきたいです！ 

・チーム「タルトタタン」 

私たちは「つくる責任つかう責任」を身近なレベルにまで掘り下げ、「生活に寄り添った生産と消費」

を小テーマに掲げました。「衣・食・住」に沿って、着物や地元の産業に関係した活動を取材します。 

取り組みを伝え、 今私たちに出来ることは何かを考え実践していく、 そんな情報をお届けします。 

・チーム「琥珀」 

私たちは「住み続けられるまちづくり」をテーマとして掲げています。その中でも「京都らしさ」に着目

して、京都の歴史的景観や観光地と、住民にとっての「住みやすさ」を守るためにどのような活動が

行われているかを取材し、私たちに出来ることを考えていきたいと思います。 

 

■Radio Mix Kyoto について 

2016 年 5 月に誕生したコミュニティ FM 放送局。「地域と大学の連携」 をコンセプトに、京都市北

区と上京区の一部を主なサービスエリアとしています。 


